
審査項目 配　点

70

20

15

5

10

プラチナ大学プログラ
ム 10

プログラムの効果の検
証 10

50

広報スケジュール 10

5

10

受講者管理 15

認知度向上への取組 10

25

体制 10

全体スケジュール 5

5

5

15

160

段階 5 4 3 2 1

評価
標準より

非常に優れた提案
標準より
優れた提案

標準的な提案
標準よりも
やや劣る提案

標準よりも
劣る提案

【評価基準（５段階）】※下記を基準に係数を乗じた点数とする。

【審査方法】
（１）委員は４名とし、各項目について審査を行い、採点する。
（２）全ての委員の点数を集計し、参加者ごとに合計点数を確定する。
（３）合計点数が６割以上になった参加者のうち、合計点数が最も高い参加者を受託候補者して決定する。
　　なお、点数が同点の場合は、以下の優先順位に従い決定する。
　　①　最高点を付けた委員が多いもの。
　　②　審査員による協議
（４）参加者が１者の場合でも、合計点数が６割以上でなければ、受託候補者に決定されない。

ひなたMBA事務局と密に連携できる業務実施体制となっているか。

目的達成に向けた効果的・計画的なスケジュールとなっているか。

事業内容と経費の積算のバランスは適正か。

独自提案内容の付加的評価

合計

独自提案

提案価格に優位性はあるか。

経費積算

事業の目的と効果を県内企業に適切に伝えるために、効果的な媒体
を用いているか。広報・周知、受講者と

の連絡調整

ひなたMBA事務局と連携の上、開催予定時期に対して、十分な周知
期間が確保できる計画となっているか。

実施の様子等に係る広報など、認知度向上が期待される提案がなさ
れているか。

運営

広報・周知、受講者の確保

令和８年度みやざきビジネスアカデミー（個別スキルプログラム）運営業務審査基準書
（別添）

審査内容

個別スキルプログラム

プログラムの効果を検証するために、効果的な手法・内容となって
いるか。

テーマに応じた適切な講師が選定されているか。

実施日程、実施会場等は適切か。

県内の産業をけん引する経営者層の中核人財を育成するために必要
なテーマ・内容となっているか。

適切なプログラム数及びプログラム当たりの時間数となっている
か。

業務委託の内容を十分に理解しているか。

プログラムの実施

受講予定者のキャンセル率を低くするために、効果的な工夫がされ
ているか。

受講者とのプログラム前後の連絡調整において、具体的な工夫がな
されているか。


